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評価結果の総合所見 

本課題は、脱炭素循環型社会の実現に向け、木材表面の高速摩擦処理によるトライボケミカル反

応を活用し、超撥水性・不燃性を付与する耐久性向上技術の開発を目指すものである。 

目標の一部が達成できなかったものの、企業との連携を進めており、今後の取り組み次第では次の

研究開発フェーズに進める可能性がある。 

木材の堅牢性向上や撥水化を実現し、利用範囲拡大に寄与する成果を挙げた点は評価できる。一

方で、不燃化については目標基準を満たせず、高層建築などでの利用に課題が残る。 

今後は、不燃化性能のさらなる高度化を目指し、幅広い応用展開の実現を期待する。 
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